
1 5年が過きました

升島 努

平成元年にこの薬昂分析化学教室の責任者になって、 早1 5年が過ぎましだ。

振り返れば、 いろいろな事のあった 1 5 年ですが、 1 5 回の謝恩会を、 全部ア

ルバムも伺も無くつふさに思い出せるほど記憶は定かでは無くなり、 記憶の危

うさと共に、 月巳はあやうい記憶の中で実にあっという間に過ぎ去って行って

しまいます。 この辺りで、 一度、 定年と思って、 これからは心機一転、 第二の

人生を始めましょうか。

この 1 5 年を大きく分けると幾つかの区切りができる気がします。 最初の 5

年の黎明期、 画像、 見える分析の確立に明け暮れた年でした。 その前の助教授

時代の発見X線光音留効果を「うちでの小槌」の様に振り予算を取って来ては、

この新しい挑戦を軌道に乗せるためにつき込んだ時代でした。 幸い悦っちゃん

達を始め、 みんなの努力でようやく軌道にのりました。 そして支えてくれだ杉

山先生が教授になって巣立って行きました。 つぎの 5 年はイメ ー ジングを細胞

相手に本格的に適用する時代だったかも知れません。 これで、 みんなと一緒に

なっていい仕事をしてくれた小澤先生が教授になって巣立って行きました。 そ

して最近の 5 年は、 質量分析にも目を注いだ時代だったというべきでしょうか。

尾島君や清水君そしてみんなの奮闘のお陰で、 1細胞質量分析が伺とか形にな

りかけました。

これからの 5 年は、 とんな時代になるのでしょうか？ きっと、 質量分析と

イメ ー ジングが合体する時代では無いかと思います。 そして、 それが1分子イ

メ ー ジングまでに発展すると思います。 もう一つの側面は、 教室発ベンチャ ー

創生の時代となるかも知れません。 現在教室は、 ビデオマススコ ー プの実現に

精一杯の努力を傾けています。 細胞の変化を見ながら、 その瞬間瞬間の分子動

態を同時に質量分析法で追跡する。 ある意昧、 バイオサイエンス、 ライフサイ

エンスの夢の実現と言えば格好が良いのですが、 それに向かって邁進中です。

勿論、 分析法ですから限界もあるでしょう。 それはやり遂げた人間にのみ分か

る事です。

そして、 その関係で、 どうしても質量分析器を教室で作らさるを得なくなり

ました。 そこに経済産業局から、 地域の産業界を伸ばしながら、 新しい産業創

生をと1億2千万円のお金が託された訳です。

この地域産業を伸ばすと言う仕事は、 技術を見せて貢うのが楽しく、 そこにも
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アイデアが次閃に湧く自分にはとても楽しい仕事です。 かくして、 いろいろな

地場産業の技術を現場で見せて資って、 その可能性と眼界を楽しく議論します。

時には、 その会社の製品のアイデンテイティ ー カラーについて相談を受けたり

までします。 広島には実に広い産業技術基盤があるなと感じIしました。 それぞ

れの企業の特性を現湯で知ると、 よしこの技術でこれを、 その技術でここまで

をと、 色閃な発想が飛び出します。 いままでなら、 その時、 企業にお金の事で

悩ませましだが、 今度は、 僕が沢山のお金を託されています。 実に有効にお金

を使って真って、 新しい製品新しい技術の開発が進みます。 もう三菱重工広

島からは新しい真空用タ ー ボポンプが開発されました。 他にもできあがって来

ているものがあります。 できあがりへの僕の厳しさは別にして、 お互いに楽し

いおつきあいです。 一方、 杉山先生は、 発酵工学のオリジンを生かされ、 バイ

オ関連分野で産業界とこれも豊かなおつきあいを最近されるようになり、 中国

醗造から新しい入浴剤を出されるなど様閃な産学連携の成功例を作り始めてお

られます。 分野はちがっても、 お互いなかなかやるものだと、 内心誇りに思っ

ています。

来年春、 いよいよHUMAN IXというベンチャ ーを立ち上げます。 これは、

HUMAN「人」を科学する会社の思いと、 HU広島大学がかかっています。

人の為に科学する機器を製作する、 人の為に科学した道具を提供する、 そんな

思いで、 先すは、 新しい培養顕微鏡、 そして、 汎用質量分析器、 そしてビデオ

マススコ ープなどの先端機器へと向かって、 この事業はスタ ー トする予定です。

狙いは「巳本のライフサイエンスを加速する」それが最重要テ ー マです。 それ

に先だって、 HUNANOという学生ベンチャ ーがグル＿プ会社としてスタ ー

トします。 これは、 みんなが苦労して作ってくれたナノスプレ ーチップが、 意

外にも既製品（外国製）よりも性能が良く安定しているという事が分かったの

で、 巳本の質量分析コ ーザーにのみ安価に提供しようと始めるものです。 すこ

しサイズが違っだので、 サイズを1.2mm径にしての量産法を、 今度企業から博

土課程に入って来てくれだ青木さんが確立し、 企業センスを生かして開始して

くれることになりました。 きっとこの田園通信がみんなの手元に届く頃、 発表

となると思います。 開発してくれたみんなには、 うまく売れればボー プスがあ

るかも知れませんよ。 期待しないで待っていて下さい。 そして、 みんなの苦労

した成果が、 世の中に役立つ事を楽しみにして居てください。 事業の本当のす

ばらしさは、 お金儲けなんかでは全然なく、 自分が汗し、 苦労し、 考えた結果
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